




＜今後の対策＞ 
 
○ 追肥 
現在の生育はほぼ平年並みとなっています。 

１１月中旬までに播種した麦は、６葉目が抽出していますので、追肥が必要です。 
また、１２月以降に播種した小麦については、葉色がうすくなってきたほ場や茎数

が少なめと思われるほ場では、積極的につなぎ肥（窒素２kg/１０ａ程度）を施用してく
ださい。 

 
１回目の追肥は穂数確保を目的として実施します。 
・６葉期を迎えたら､１回目の追肥（窒素２～３kg/１０ａ）を施用してください。 
・６葉期を迎える時期は、 
１１月上旬～中旬の播種では 1月下旬頃、 
１１月下旬以降の播種では２月中旬以降、と予想されます。 

  
 また、６葉期を迎えるまでの期間が長くなりそうなほ場でも、茎数確保のために、積
極的な追肥（窒素３ｋｇ/１０ａ）をしましょう。 
 
 ２回目の穂肥は、止め葉抽出期にやや少なめ（窒素１～２kg/１０a）に行いましょう。 
 
※肥効調節型肥料を使用している場合 
 本年は即効性成分がやや早く切れて、緩効性成分が溶出するまでに間が空いてし
まう可能性があります。ほ場の様子を観察して、葉色がうすくなってきたほ場では、追
肥（窒素１～２kg/１０a）を行いましょう。 
 
○ 麦踏み 
麦踏みはほ場がよく乾いているときに、茎立ち期までに実施してください。 

 
 

○小麦の生育予測 【平成29年2月8日現在】

品種 播種日 幼穂形成期 止め葉抽出期

11月5日 2月10日 3月24日
11月15日 2月19日 3月29日
11月30日 3月2日 4月5日
11月5日 2月1日 3月15日

11月15日 2月15日 3月25日

11月30日 2月28日 4月5日
※三重県農業研究所が作成した麦生育予測システムVer9.2による予測

※気象庁アメダス津観測地点(平均は直近10ヶ年)を使用
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